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今わたしたちが考える、世代を超えたICTやAIの活用と課題解決のための提言
～偽誤情報のリスクを見極め、安全で豊かな情報社会を築くために～
今わたしたちが考える、世代を超えたICTやAIの活用と課題解決のための提言
～偽誤情報のリスクを見極め、安全で豊かな情報社会を築くために～

ソフィアホール（大分市東春日町１７－２０ 大分第2ソフィアプラザビル２階）ソフィアホール（大分市東春日町１７－２０ 大分第2ソフィアプラザビル２階）

県内の中高校生 40名
保護者・教育関係者・IT企業の方等ICTカンファレンスに興味をもつ大人 10名
県内の中高校生 40名
保護者・教育関係者・IT企業の方等ICTカンファレンスに興味をもつ大人 10名

ICTカンファレンス
2025 in おおいた

こどもと大人のこどもと大人の 参加者
大募集

2025年7月26日土
12：30 ～ 17：00

●子どもがどんな視点でICTを捉えているのか
　“リアルな声”を聴きたい！

●安心・安全なICT利用を考える上で、親子の
　ルール作りの参考にしたい！

●生徒主体の探究的な学びの設計事例を知りたい！

●若い世代のリアルな課題意識やニーズを知りたい！

●こどもたちの発想に触れ、ワクワクや学びを得たい！

●デジタル社会において、自分自身のリテラシーや
　考え方をアップデートしたい！

こんな大人は
ぜひご参加ください

主催：大分県、公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
主催（全国）：高校生ICTカンファレンス実行委員会
共催（全国）：こども家庭庁、警察庁、消費者庁、デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省
後援：OBS大分放送、TOSテレビ大分、OAB大分朝日放送、大分合同新聞社、大分県教育委員会、大分市教育委員会（予定）

お問い合わせ

公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所 （担当：矢野） yano.ayumi@hyper.or.jp
097-537-8180

詳しくはHPを
ご覧ください。



今年の
議論テーマ

今わたしたちが考える世代を超えた
ICTやAIの活用と課題解決のための提言
～偽誤情報のリスクを見極め、安全で豊かな情報社会を築くために～～偽誤情報のリスクを見極め、安全で豊かな情報社会を築くために～

プログラム概要（予定）

カンファレンスルール

おとながICTカンファレンスに参加するメリット！

●12:20　参加者集合
●12:30　開会　主催者挨拶
●12:45　オリエンテーション
 　ファシリテーター紹介等
●13:05　自己紹介
 　アイスブレイク

●13:20　グループワーク1
●13:55　グループワーク2
●14:30　発表準備
●15:30　発表
●16:30　投票・審査・講評・表彰

・参加者は4～6人のグループに分かれてディスカッションをします
 （こどもと大人は別のグループになります）
・各グループには、話し合いをサポートする「ファシリテーター」がつき
ます

・カンファレンステーマに沿って、他世代へ向けた「提言」をグループで
まとめます
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スマホやAIを当たり前に使いこな
す若者たちが、日々の生活の中で
どんな違和感や課題を感じている
のか。その“リアルな声”を直接
聴くことができ、世代間のギャッ
プや共通点を発見できます。

Z世代の価値観に直接
触れられる貴重な機会

保護者・教育関係者として、どう
ICTとの距離感を保つのか。参加
を通して、親子間や学校でのルー
ル設計に役立つ「子ども側の感覚
や考え」が見えてきます。

デジタル社会のルール
づくりに活かせる視点が

得られる

生成AIをはじめとする技術の進化
に、私たち大人こそが置いていか
れていないか？安心・安全なICT
活用のために、自分自身のリテラ
シーや倫理観をアップデートする
場として活用できます。

“使う側の倫理”を
考える実践的な機会

単なる見学ではなく、グループで
考え、提案を交わすスタイルだか
らこそ、子どもたちとフラットな
関係で異世代の意見や考えに触れ
ることができます。まさに“共に
創る”学びの場です。

「子ども×大人」で共創する
未来への対話ができる

AIや誤情報などの課題をベース
に、自分たちで問いを立て、議論
し、提言を作るという探究型のプ
ロセスを体験できます。教育関係
者にとっては探究学習の設計ヒン
トが得られる場です。

生徒主体の探究学習の
モデルを体感できる

昨年度の様子はこちらの
Youtube動画をご覧ください！


